
２０２３年が始まりましたが、みなさん、どんな１年にしたいですか？

自分に質問し答えていくことで未来が開ける【魔法の質問】というのがあります。

魔法の質問的にいくと、「どんな１年にしたいですか？」をもう少し平たくして、「１年が終わったとき、

どんな状態、どんな気持ちだったら嬉しいですか？」そんな質問を自分にしてみるといいかなと思います。

「成長を実感できる１年になっていたらいい」という具体的な気持ちでもいいですし、「心地いい気分になっ

ていたい」というような抽象的な気持ちでもいいと思います。正解はないので、自分との対話の時間に使っ

てみてください！ どう答えたか自分自身ではすぐに忘れてしまうかもしれませんが、潜在意識は覚えてい

て、きっと１年間、その実現に力を貸してくれるはずです！ ｂｙきよこ
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新年あけましておめでとうございます。

昨年はコロナや値上げ等の大変な一年でした。

工場長になり1年弱で、まだまだ力不足ですが

今年もまたよろしくお願いします。

第３工場では、今年は1人1人のスキルアップしていけたらと考え

ています。

第３工場長

堤 博俊

新年明けましておめでとうございます。去年は、

皆さんの協力のおかげで無事に年を越すこと

ができました。ありがとうございました。

今年は、心境の変化なのか、新しく休憩室ができるからなのか、

休み明けにみんなの元気な顔が見られることが楽しみで、いつも

と違う気持ちで新しい年を迎えました。

今年は工場長として2年目の年となります。まだまだ足りないとこ

ろばかりで不甲斐ないですが、やれることを精一杯して、少しずつ

成長できるようにしていきます。

今年の抱負は「丁寧」です。自分の性格は大雑把で物忘れがひ

どいのですが、１つ１つ丁寧に行うことで、信頼、信用を積み重ね

ていけるようにしたいです。

昨年より経営幹部会が発足しました。

社長の想いをメンバーで共有し方向性を同じにしていくために、ミーティングや幹部研修、ＤＶＤ研修など実

施しています。２０２３年は、各々がより使命感をもって一体感を出していけるよう力を合わせて頑張ります！

第２工場としては、昨年までと同じく４号機稼働

率を上げていくことを、最優先に考えていきたい

です。他部署への応援もあり、人員も厳しいとこ

ろもありますが、各人のスキルをもっと上げて少人数でもなんとか

やりきれるような仕事の組み方を考えて、生産率をUPしていくこと

を考えたいです。

4人で1台の稼働に慣れてしまっていることもあるので、生産管

理にも十分に注意してケガのないように、そして良い製品がお客

様に届けられるように、しっかり管理できるような工場として頑張っ

ていきたいです。一人ひとりがスキルもしっかり上げて、一人前の

オペレータとしてやっていけるようにお互い切磋琢磨して向上して

いけるように頑張ってほしいです。

新年明けましておめでとうございます。

昨年は新入社員の橋本さん、椿井さんと佐藤く

んを迎え、事務所系チーム全体としてパワーアッ

プした1年を送ることが出来ました。

個人的には昨年末に流行りの病にかかってしまい、そのまま年を

越すという不完全燃焼な1年の締めくくりとなり、皆様には大変ご

迷惑をかけてしまいました。

ただ、長期の休みで十分に充電が出来ましたので、今年はよりア

グレッシブに何事にも取り組んで参りたいと思います。

通常業務はもちろんのこと、SDGsの推進、人財採用、地域貢献事

業などグランドデザイン、経営理念の達成に向け自身の責務を全

うしたいと思います。

まだコロナ禍の中ではありますが、事務所系チーム一丸となって

会社を牽引、そしてバックアップをしていき、よりよい会社づくりを

推進していきますので本年もどうぞ宜しくお願い致します。

事務所系チーム

神野 有貴

第１工場長

藤田 明

第２工場長

三好 将人

2023年の新しい年を迎えました。

今年はこれまでの私の活動を見える形として継

続して行ける様に、個人の活動から組織活動へ

の移行する事を目標としていこうと考えています。

具体的には

①昨年新設した品質管理推進室の活動拡大

②プロジェクトとして始動した安全衛生チームの組織化

③新人研修を含めた人財育成の体系化

④ＳＤＧｓへの対応を含めた社内規定類の整備

⑤上記4つの活動を含めた業務の個人から組織への引継ぎ

などとなります。

昨年は所々で意見の衝突もありましたが、意見を戦わすことは組

織には必要な事だと考えていますので、私の活動に対して、会議の

場に限らず色々な場面で意見を頂きます様にお願い致します。

品質管理推進室

坂川 昌治

人財育成の部分でまだまだの所があると思うので、教える側、教えられる側、双方が切磋琢磨してい

き成長していけたらと思います。 僕自身もまだまだ成長しなければならない部分もたくさんあるので、

ワインダー全員少しでも前へ前へ進んで行けるよう、皆さん協力して今年一年頑張っていきましょう。


